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わ
が
党
は
、
「
ｅ
―
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
重
点
計
画
」
の
着
実
な
実
施
を
は
じ
め
各
般
の
Ｉ
Ｔ
施
策

を
精
力
的
に
審
議
・
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

Ｉ
Ｔ
革
命
は
、
産
業
革
命
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
り
、
情
報
流
通
コ
ス
ト
の
劇
的
な
低
下
や

高
度
な
情
報
の
や
り
取
り
を
通
じ
て
、
よ
り
効
率
的
な
二
十
一
世
紀
型
の
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム

の
構
築
や
わ
が
国
の
国
際
競
争
力
の
強
化
、
新
た
な
文
化
の
創
造
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。 

「
世
界
最
先
端
の
Ｉ
Ｔ
国
家
と
な
る
」
と
の
国
家
目
標
の
達
成
期
限
は
来
年
に
迫
っ
て
い
る

が
、
わ
が
国
の
Ｉ
Ｔ
化
は
、
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
整
備
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
大
き
く
進

展
し
、
目
覚
ま
し
い
成
果
を
上
げ
た
反
面
で
、
Ｉ
Ｔ
の
利
用
面
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
そ
の

進
展
が
芳
し
い
分
野
ば
か
り
で
は
な
い
。
今
後
は
、
Ｉ
Ｔ
利
用
を
一
層
促
進
す
る
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｔ
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
規
制
改
革
に
取
り
組
み
、
こ
の
目
標
の
確
実
な
達
成
を
図
る
必

要
が
あ
る
。 

 

こ
の
た
め
、
ｅ
―
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
重
点
計
画
特
命
委
員
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
審
議
・
検
討

を
行
っ
て
き
た
結
果
を
踏
ま
え
、
今
般
、
早
急
に
実
施
す
べ
き
重
要
施
策
を
以
下
の
と
お
り
、

取
り
ま
と
め
た
。 

   

政
府
に
お
い
て
は
、
こ
の
申
し
入
れ
の
内
容
を
確
実
に
実
現
す
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。 

一
．
二
〇
〇
五
年
世
界
最
先
端
の
Ｉ
Ｔ
国
家
実
現
を
確
実
に
す
る
施
策
の
推
進 
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（
三
）
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
へ
の
応
用
を
目
指
し
た
電
子
タ
グ
・
シ
ス
テ
ム
、
ユ
ビ
キ

タ
ス
ネ
ッ
ト
社
会
の
基
盤
と
し
て
期
待
さ
れ
る
情
報
家
電
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
モ
バ
イ
ル
型
等
の
高

度
な
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
、
Ｉ
Ｐ
ｖ
６
に
基
づ
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
、
わ
が
国
の
優
位
性
を
さ
ら

に
高
め
る
先
端
的
技
術
開
発
と
そ
の
実
用
化
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と
。
わ
が
国
が
先
導
し
て
開
発
し
た

技
術
に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
連
携
等
を
通
じ
、
国
際
標
準
の
形
成
に
努
め
る
こ
と
。 

（
二
）
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
、
コ
ン
テ
ン
ツ
流
通
の
促
進
、
電
子
政
府
・
電
子
自
治
体
の
構
築
、
デ
ジ

タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
の
是
正
な
ど
、
世
界
最
先
端
の
Ｉ
Ｔ
国
家
実
現
に
資
す
る
施
策
を
加
速
化
す
る
こ

と
。 

（
一
）
教
育
の
情
報
化
、
医
療
の
情
報
化
、
港
湾
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
の
利
活
用
を
一
層
推
進
す

る
こ
と
。 



  

三
．
医
療
・
教
育
の
情
報
化
、
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成 

二
．
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
地
域
再
生
と
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
地
域
格
差
是
正 

      
ま
た
、
高
速
電
力
線
通
信
に
つ
い
て
は
、
諸
外
国
の
動
向
を
踏
ま
え
、
わ
が
国
の
優
位
性
を
さ
ら
に
高

め
る
よ
う
、
電
力
線
通
信
と
無
線
通
信
と
の
共
存
を
可
能
と
す
る
技
術
の
確
立
な
ど
、
そ
の
活
用
を
実

現
す
る
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
。 

（
二
）
教
育
の
情
報
化
と
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成 

（
一
）
医
療
の
情
報
化 

（
二
）
光
フ
ァ
イ
バ
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
な
ど
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
的
な
情
報
格
差
（
デ
ジ
タ
ル
・
デ

ィ
バ
イ
ド
）
を
是
正
す
る
た
め
、
光
フ
ァ
イ
バ
網
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
無
線
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
へ
の
支
援
、
地
域
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
・
活
用
推
進
な
ど
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
へ
の
ア
ク
セ
ス
環
境
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
。 

（
一
）
距
離
と
時
間
を
超
越
す
る
Ｉ
Ｔ
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
活
用
し
、
Ｉ
Ｔ
地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の

支
援
、
Ｉ
Ｔ
利
用
に
関
す
る
規
制
緩
和
な
ど
に
よ
り
、
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
地
域
再
生
を
促
進
す
る
こ
と
。 

（
四
）
電
子
政
府
の
シ
ス
テ
ム
刷
新
（
旧
式
（
レ
ガ
シ
ー
）
シ
ス
テ
ム
見
直
し
な
ど
）
に
よ
る
経
費
の
節
約
分

に
つ
い
て
は
、
電
子
政
府
に
お
け
る
高
度
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
、
イ
ン
フ
ラ
の
地
域
格

差
是
正
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
分
野
の
戦
略
的
投
資
に
活
用
す
る
こ
と
。 
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ま
た
、
審
査
支
払
機
関
に
お
け
る
審
査
業
務
を
電
子
レ
セ
プ
ト
へ
一
元
化
し
て
い
く
た
め
、
審
査

支
払
機
関
の
業
務
、
シ
ス
テ
ム
の
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
。 

３
．
電
子
レ
セ
プ
ト
の
普
及
に
よ
り
診
療
報
酬
請
求
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
電
子
レ
セ
プ
ト
を

導
入
す
る
医
療
機
関
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
措
置
（
例
え
ば
、
支
払
期
間
の
短
縮
、
審
査
支

払
費
用
の
削
減
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。 

４
．
法
令
に
よ
り
医
師
等
の
記
名
押
印
が
必
要
と
さ
れ
る
診
断
書
、
処
方
せ
ん
な
ど
の
文
書
の
電
子
化

な
ど
医
療
分
野
の
情
報
化
を
促
進
す
る
た
め
の
規
制
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
。 

２
．
情
報
社
会
に
主
体
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
学
校
の
Ｉ
Ｔ
環
境
の
高
度
化
を
早
急
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
倫
理
や
モ
ラ
ル
教
育
の
充
実
な
ど
を
含
め
、
児
童
の
情
報
活
用
能

力
の
育
成
を
図
る
こ
と
。 

１
．
教
育
の
情
報
化
は
、
わ
が
国
の
Ｉ
Ｔ
化
を
促
進
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
施
策
で
あ
り
、
い
つ
ま

で
に
ど
の
よ
う
な
人
材
を
ど
う
育
成
す
る
か
と
い
っ
た
中
長
期
的
な
計
画
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
教
育
効
果
な
ど
を
事
後
的
に
評
価
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
戦
略
的

な
人
材
育
成
に
努
め
る
こ
と
。 

２
．
電
子
カ
ル
テ
の
普
及
に
よ
り
医
療
の
質
の
向
上
と
医
療
機
関
の
経
営
効
率
化
を
図
る
た
め
、
医
療

と
Ｉ
Ｔ
の
両
分
野
に
精
通
し
た
人
材
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
電
子
カ
ル
テ
の
連
携
活
用
を
行

う
医
療
機
関
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
措
置
（
例
え
ば
、
診
療
報
酬
の
加
算
）
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
。 

１
．
医
療
分
野
の
情
報
化
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
評
価
手
法
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
）
を
積

極
的
に
導
入
し
、
詳
細
な
目
標
年
次
、
具
体
的
な
成
果
目
標
を
本
年
中
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
医
療
情
報
化
関
連
施
策
の
加
速
化
を
図
る
こ
と
。 



 

四
．
簡
素
で
効
率
的
な
電
子
政
府
の
構
築 

    

ま
た
、
教
育
用
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
や
供
給
に
お
い
て
、
民
間
の
活
力
が
十
分
発
揮
さ
れ
る
た
め

の
環
境
整
備
を
行
い
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を
図
る
こ
と
。 

３
．
教
員
採
用
の
試
験
に
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
に
関
す
る
科
目
を
導
入
す
る
な
ど
、
教
員
の
Ｉ
Ｔ
に
関
す

る
指
導
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
。 

４
．
不
足
が
指
摘
さ
れ
る
高
度
な
Ｉ
Ｔ
人
材
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
必
要
と
さ
れ
て
き
た
情
報
通
信

産
業
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
産
業
等
の
Ｉ
Ｔ
産
業
分
野
の
み
な
ら
ず
、
医
療
、
農
業
等
の
利
用
分
野
に

お
い
て
も
今
後
そ
の
必
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
る
。 

    

こ
の
た
め
、
必
要
と
な
る
知
識
・
技
術
の
体
系
化
・
標
準
化
と
こ
れ
に
対
応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、

教
材
開
発
な
ど
、
人
材
研
修
の
高
度
化
に
よ
り
、
高
度
な
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成
を
推
進
す
る
こ
と
。 

    

ま
た
、
人
材
育
成
の
面
に
お
い
て
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
連
携
強
化
に
努
め
る
こ
と
。 

５
．
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
特
区
で
の
実
験
を
踏
ま
え
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
大
学
・
大
学
院
の
設
置
基

準
の
緩
和
な
ど
、
教
育
の
情
報
化
を
促
進
す
る
た
め
の
規
制
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
。 

（
一
）
行
政
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
充
実
、
電
子
政
府
の
総
合
窓
口
（
ｅ
―
Ｇ
ｏ
ｖ
）
を
活
用
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
、
年
間
申
請
件
数
の
多
い
手
続
の
簡
素
化
・
合
理
化
の
徹
底
な
ど
に
よ
り
、
高
度

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
、
国
民
に
よ
る
電
子
政
府
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
。 

（
二
）
以
下
の
と
お
り
業
務
・
シ
ス
テ
ム
の
抜
本
改
革
を
進
め
、
行
政
組
織
等
の
減
量
・
効
率
化
、
Ｉ
Ｔ
投
資

の
合
理
化
を
実
現
し
、
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
行
革
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 
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各
府
省
は
、
研
修
な
ど
の
充
実
に
よ
り
職
員
の
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
に
努
め
、
内
部
人
材
の
全
体
的

な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
。 

（
三
）
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
が
順
調
に
機
能
し
て
い
る
先
進
的
な
府
省
の
事
例
を
参
考
に
、
Ｉ
Ｔ
投
資
に
係
る
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
の
確
立
な
ど
に
関
し
て
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
の
活
用
方
策
を
検
討
し
、
各
府
省
は
Ｃ
Ｉ

Ｏ
補
佐
官
を
活
用
し
た
体
制
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。 

６
．
国
家
公
務
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
制
度
環
境
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
勤

務
率
の
目
標
設
定
な
ど
を
通
じ
て
導
入
の
促
進
を
図
る
こ
と
。 

３
．
レ
ガ
シ
ー
シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
あ
た
っ
て
は
、
シ
ス
テ
ム
構
成
及
び
調
達
方
式
の
抜
本
的
な
見
直

し
を
行
う
と
と
も
に
、
徹
底
し
た
業
務
改
革
を
断
行
し
、
30
〜
50
％
の
シ
ス
テ
ム
コ
ス
ト
削
減

及
び
業
務
運
営
の
合
理
化
を
実
現
す
る
こ
と
。 

５
．
電
子
政
府
の
構
築
に
あ
た
っ
て
は
、
世
界
に
先
駆
け
て
Ｉ
Ｐ
ｖ
６
へ
の
移
行
を
推
進
す
る
た
め
、

政
府
調
達
に
お
い
て
Ｉ
Ｐ
ｖ
６
対
応
シ
ス
テ
ム
を
順
次
導
入
す
る
な
ど
、
新
た
な
技
術
革
新
の
成

果
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
。 

４
．
シ
ス
テ
ム
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
開
発
コ
ス
ト
、
保
守
ラ
イ
セ
ン
ス
料
等
の
シ
ス
テ
ム

維
持
運
用
コ
ス
ト
に
加
え
、
通
信
費
、
施
設
利
用
費
な
ど
シ
ス
テ
ム
を
保
有
し
て
い
く
た
め
の
コ

ス
ト
を
ト
ー
タ
ル
と
し
て
捕
ら
え
て
検
討
す
る
こ
と
。 

７
．
以
上
の
ほ
か
、
別
紙
「
旧
式
（
レ
ガ
シ
ー
）
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
に
関
す
る
申
入
れ
」
に
従
い
、

改
革
を
進
め
る
こ
と
。 

２
．
各
府
省
に
共
通
す
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
重
複
投
資
を
排
除
す
る
た
め
、
政
府
全
体
で
一
元

的
な
シ
ス
テ
ム
構
築
を
行
い
、
全
府
省
が
利
用
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

１
．
業
務
・
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
の
効
率
化
・
合
理
化
に
係
る
効

果
・
目
標
を
数
値
に
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 



 

五
．
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
・
利
用
促
進 

        

ま
た
、
利
用
者
に
と
っ
て
真
に
便
利
で
使
い
や
す
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
た
め
、
諸

外
国
の
状
況
や
経
済
界
な
ど
の
意
見
を
十
分
聴
取
し
つ
つ
、
輸
出
入
・
港
湾
手
続
全
般
の
抜
本
的
な
業

務
改
革
に
つ
い
て
検
討
し
、
本
年
末
ま
で
に
基
本
的
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
。 

      

ま
た
、
業
務
・
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
に
係
る
予
算
に
つ
い
て
、
最
大
限
に
配
慮
す
る
こ
と
。 

 
 

２
．
以
上
の
ほ
か
、
別
紙
「
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
推
進
に
向
け
た
申
し
入
れ
」
に
従
い
、
施
策
を

推
進
す
る
こ
と 

 
 

１
．
国
立
国
会
図
書
館
が
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
を
構
築
す
る
た
め
の
法
律
を
次
期
通
常
国
会
に
提
出
す
る

と
と
も
に
、
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
を
構
築
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
、
予
算
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。 

（
一
）
国
立
国
会
図
書
館
に
よ
る
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
な
ど 

（
五
）
輸
出
入
・
港
湾
手
続
に
つ
い
て
、
早
急
に
「
国
際
海
運
の
簡
易
化
に
関
す
る
条
約
（
Ｆ
Ａ
Ｌ
条
約
）
」

の
締
結
及
び
国
内
法
令
の
規
制
改
革
を
行
う
こ
と
。 

（
四
） 
電
子
政
府
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、モ
デ
ル
事
業
を
活
用
し
、予
算
執
行
の
弾
力
化
を
図
る
と
と
も
に
、

よ
り
簡
素
で
効
率
的
な
電
子
政
府
を
構
築
す
る
た
め
の
予
算
フ
レ
ー
ム
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。 

以 

上  
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